
学力向上のための組織
的な校内研修体制づくり

子どもにわかる授業づく
り（授業づくりスタンダー
ドの活用など）

学校全体で予習・復習
（宿題）の質と量を高め
る取組
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授業研究の実施状況では、分かる授業の工夫、
ノート名人の表彰などによるノート指導の充実が
なされ、設定された目標が達成されている。又、
読み聞かせなどの定着により読書活動も充実し
ている。バーコードによる管理が出来れば更に
良い。

A

授業と関連したノ－ト
学習のすすめ
家庭読書のすすめ

自分の考えを言葉で伝
えるための発達段階に
応じた指導の徹底。学
習の質と量が見えるノ
－トづくりとノ－ト評価

「伝え合い、学び合い」
の授業研究（理科・道
徳）

○児童の評価「授業がわかる」
「発言している」Ａ評価10％増
○教員の評価「授業のくふう」Ａ
評価増

○通知表の家庭学習がんばろう
の減
○読書目標冊数の達成

心の教育の推進
基礎学力の定着
向上
思考力・表現力・
人間関係力の向
上

基礎学力と伝え合
う力を身につけ、生
活に活かす子ども
の育成

　（香美市立片地小学校）      学校教育目標　「　　考え　伝え合い　学び合い　活かす　片地の子　　　」

項
目

自己
評価 中・長期経営目標 短期経営目標 主　　な　　取　　組　　内　　容 学校関係者評価書達成状況 改善方策

Ｂ

計画どおり実施できた。
6/22　５年理科
10/5  ３年道徳
11/14　６年理科
11/15　１・２年生活科
11/28　４年理科
課題を次の授業研究につなぐ研究
推進体制が十分ではなかった

・児童「授業がわかる」
Ａ評価49.4(－0.6ﾎﾟｲﾝﾄ)
・児童「発言している」
Ａ評価44.9(＋2.3ﾎﾟｲﾝﾄ)
・教員「授業のくふう」
Ａ評価30.8(＋2.ﾎﾟｲﾝﾄ)
･ 各学期ごとにノ－ト名人賞を表彰、
名人ノ－トを掲示。通信でもとりあげ
た。

・「家庭学習できているかな」カ－ド
の定期実施等により、高学年の30分
以下が減少。
・家庭学習がんばろう→16人で変化
なし
・親子読書6月・１０月実施（２月実施
予定）１０月実施率９４．５％
・読書目標冊数達成率上級生で改
善
4年71％→86％　5年10％→75％

○授業研究の実施状況

豊かな人間関係づ
くり

相手の立場に立って
考え、行動できる子
どもの育成

道徳アンケートの結果、取組内容に向上が見られる。
来年度への改善方策も的確に出きている。次年度も
心を育てる教育のさらなる充実を目指して欲しい。

・家庭学習習慣の定着を全員
･授業内容と関連した家庭学習の
仕方やノ－ト学習との関連を工夫
し、家庭学習に意欲的に取り組め
る方法を検討していく。
・読書量と読書内容の充実に向け
て新たな方策を検討する。

・子どもたちの「授業がわかり
たい」に応えて授業改善を進め
るなかで、学級の支持的風土
をつくりあげ、学級の人間関係
の充実が学校全体へ広がって
いくよう取り組む。
・学校行事で育てる子どもの力
を明確にし、行事の精選、充実
に努め、子どもの生活意欲の
向上につなげる。

「良いこと見つけの木」の全校実施
あいさつ標語づくり、より良い仲間づくりのため
のポイントとなる言葉指導
児童理解に関する情報意見交換会の定例化
（毎月第１水曜）
「思いやり」の心を育てる道徳授業や人権学
習、福祉活動の実践

・「道徳の時間が好き」「ためになる」
「きまりを守っている」Ａ評価増。
・自己肯定感は昨年度と同様で変化
がない。
・「将来のために今がんばりたい」A
評価20増
・「学校が楽しい」3減「学級が楽し
い」1.3増
・二学期末で欠席10日以上は０であ
る。
・Ｑ－Ｕアンケ－ト【友達関係】全学
級で改善が見られた。全学年とも平
均値よりも高い状況にある。

○道徳アンケ－トの結果の向上
○児童の学校評価アンケ－ト「学
校・学級が楽しい」肯定評価の増
○児童の出席状況

学校関
係者評

価
取組内容の評価指標

・理科の授業研究に一本化し、
一学期に２～３本の授業が組
めるようにする。
・事前研より事後研に重点を置
き授業公開の回数を増やすこ
とで授業の質を向上させる。

・問題解決型の授業で、導入段
階で実生活に即して自ら課題
設定ができるような授業のしか
けを工夫して取り組む。
・言語活動を充実させるような
授業形態の工夫を研究、実践
する。

信頼される開かれ
た学校づくり

保護者や地域とのつ
ながりを確かなもの
にする
学校教育への関心
を高め、健全育成へ
の支持的風土をつく
る

定期的な情報発信の継続（学級だより・学校だ
より・学校だより地域版）
学校サポ－タ－の活用と理科学習における工
科大との連携
児童の地域学習（各学年）の実施
児童・保護者・教員がともに研修する場の設定
保護者と連携した読書力の向上（家庭読書・
親子読書）

○定期的な情報発信の状況
○工科大との連携状況
○保護者の学校行事等への参
加率の向上
○親子読書の実施状況

・学級、学校だより保護者、地域版
の定期発信を継続できた。（A評価
6.2アップ）
・学校サポ－タ－、読み聞かせは定
着した。
・理科教材の整備や出前教室での
連携が進んだ。
・参観日、懇談会の参加率はほぼ同
じだったが、「ふれ愛かたじ」は参加
者増となり盛大にできた。
・２回実施（３回目は２月予定）実施
率94.6％
・「親子読書だより」を発行し、保護
者の啓発を図った。

定期的な情報発信や工科大、ＰＴＡ、地域の人との連
携も強まっている。特に今年の行事である（ふれ合い
片地）は大変な参加率であった。地域や保護者との
連携が確実に進んでいる。

安全に関する知識を
もとに常に危機管理
意識を保持し、発達
段階に応じた危険回
避能力を身につける

自らの命を自ら守る
ことのできる子ども
の育成

理科教育に関する理論研修および実践研修、
授業研究の計画的な実施
教材研究および授業研究を通して、道徳の時
間の授業実践力を高める
校内実践交流会や研修報告会等で、共に学
び合う

・研修計画に基づき理科教育の理論
研修および実践研修､道徳、特別支
援研修を実施した。
・夏季休業中の各種研修会、四国大
会、県大会に参加し、校内報告会を
行い、研修内容について教職員で共
有するとともに自校に取り入れる内
容について検討した。
・Ｑ－Ｕアンケ－ト【学級意欲得点】
の変化2年33.6→36.0
3年27.7→28.3　4年30.7→30.4　5年
31.5→30.2　6年25.2→25.8

○校内研修計画および実施状況
○研修後の教員のふりかえりの
内容
○Ｑ－Ｕアンケ－ト学級の意欲
得点の状況

・理科教育推進拠点校として高
知大学のＣＳＴ理科教員養成）
と連携して、授業実践に関する
研修を深めていく。
・新学習指導要領に示された
内容を熟知し、日々の授業実
践に実現していくための具体的
な指導法に関する研修に努め
る。
・先進校視察と全国レベルの授
業に触れる機会を持つ。

理科教育推進拠点校として、県内、外の各大学校と
の研修は良く出来ていて評価できる。その事がＱ－Ｕ
アンケートの向上につながっている。

教育課題の解決の
ための教員の指導
力向上と学び合う
学校づくり

教職に対する強
い情熱と教育の
専門家としての
確かな力量、総
合的な人間力を
磨き合う協働体
制の確立

学校の耐震化も完成し、児童が安心して勉強に取り
組んでいるように見える。保育園との合同訓練等、安
全対策にも取り組み、評価出来る。

・地震火災の避難訓練、防犯教室、
交通安全教室など計画的に実施で
きた。
・南海地震に備え、想定外への心構
えとより安全な場所への避難指導を
取り入れた。
・保育園と合同の引き取り訓練を実
施した。
・地域の自主防災組織や工科大との
連携は未実施。
・訓練のふりかえりカ－ドで意識の
向上に取り組んだ。

・学校生活のあらゆる場面を細かく
想定した避難訓練の実施に取り組
む。
・地震レベルの段階に応じた避難
の方法を検討し周知しておく。
・香美市地震防災マップをもとに地
域ぐるみの防災教育、防災訓練が
実施できるよう働きかける。
・避難所備蓄品等の整備につい
て、専門家の指導のもとに整備して
いくよう働きかける。

・効果的な情報発信をさらに工
夫して取り組む。
・理科教育の推進にあたり、工
科大学との連携の新たなステ
－ジを作り出していく。
・家庭読書をはじめ、学力向上
に向けて保護者とのさらなる連
携を強めるような取り組みをＰ
ＴＡとともに検討する。
・参観日、講演、懇談会の実施
時期や内容の改善に取り組
む。

○計画的な学習と訓練の実施状
況
○南海地震に備える学習と体
制、施設整備等の状況

工科大と連携した避難訓練の実施
出前講座や他機関と連携した防犯教室、情報
危機管理意識の向上のための学習会の実施
耐震工事の導入を機会に南海地震に備える
学習と体制整備


